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 スクリーンダンス（screendance）とはダグラ

ス・ローゼンバーグの提唱したダンス映像を示す

包括的用語であり、「その実践の終着点があらゆ

る画面上のあらゆるダンスのイメージであるこ

と」と定義されている。スクリーンとは映像を映

し出すすべての媒体を指し、またダンスもそのジ

ャンルを特定しない。舞台の記録映像、ビデオダ

ンス、TV 番組の中のダンスのみならず、SNS 上

で量産されるダンス動画なども含めて画面上に

映し出されたダンスはすべてスクリーンダンス

であるという広範な射程を構えているのである。 
 この再帰的で集合的な運動は同時代の映画に

おいてもなされた。映像理論家フィリップ・デュ

ボワは今日あらゆる画面媒体において増殖を続

ける多種多様な映像に対し「すべてが映画である」

と応答した。対してレイモン・ベルールは、その

ような映像の雑駁性に反論し、映画が増幅して現

代美術の領域に溢れ出していくさまに映画の自

律性の危機を唱え、映画館での鑑賞を映画のある

べき姿とした。堀（2014）は、両者の対立を浮き

彫りにしつつも、「映画のアイデンティティがか

つてなく揺るがされている」（堀）このデジタル時

代において、ベルールの反時代的な考察が、映像

環境の急激な変化に惑わされないためにも必要

不可欠であるとしている。 
 スクリーンダンスにおいては、ローゼンバーグ

のもたらした概念がまさにデュボワの主張に呼

応するだろう。それと同時に、スクリーンダンス

の境界線がもはや曖昧で、映画や現代美術の領域

と緩やかに混合しているという実態は、ベルール

の指摘する映画の状況と酷似している。そしてそ

の流出を押し止めるかのように、ローゼンバーグ

をはじめとして幾人ものスクリーンダンス研究

者たちは「ダンス」を切り札にしてスクリーンダ

ンスの自己差異化を図り、その特異性を論じてい

る。 
 なるほど、映像という表現形式を得ながらも確

かにダンスはスクリーンダンスの中心的概念で

あり、ダンスが映像の主要モチーフであるならば

それはスクリーンダンスと断定できるかもしれ

ない。しかしながら、従来の慣例的な身体による

ダンスを表現主体として用いず、動物・無生物の

物体、はたまたデジタルオブジェクトによる動き

をモチーフとした映像作品をスクリーンダンス

に帰属させる動きが近年顕著である。それらの被

写体はダンスのように見える知覚をもたらして

いるパフォーマーであるとはいえ、ビデオアート

や実験映画との区別が難しいほどにエッジィで

ある。 
「比喩としてのダンス」（コープランド）とも呼

ばれるこのような身体無きダンスがもたらす知

覚作用の機序については、今後の課題として留め

置くとして、ここで問題となるのは、この系統が

スクリーンダンスの周縁をますます広げて近接

する芸術領域と融合し、スクリーンダンスの自己

差異化を脅かしていることである。そこで筆者は、

ベルールの主張を少しばかり擁護しつつ、スクリ

ーンダンスの中心とその周縁を明らかにするこ

と（＝ジャンル分け）によってその自律性につい

て改めて見つめ直したい。 
 なお、ローゼンバーグはすでに「ジャンル・グ

ラフ」というスクリーンダンスのジャンル概念図

を作成しているが、スクリーンダンスを支持する

構成要素の羅列と俯瞰に留まっており、相互の関

係性や距離間は認識し難く、更新の余地があると

考えられる。 
考察の手がかりとして、近年メディア芸術論に

おいて重要視されている「ポストメディウム的状

況（post-medium condition）」の理論を援用する

こととする。ポストメディウム的状況とは、1990
年代に美術批評家ロザリンド・クラウスの提起し

た概念である。クレメント・グリーンバーグの唱

えた芸術表現は固有のメディウムに純化すべき

という規範：メディウムスペシフィシティ（媒体

固有性）が、その後の芸術表現の多様化に伴い、

固有のメディウムに還元できなくなった状況に

おいて、むしろメディウムの異種混交性こそが今

日のメディウムのあり方であるとメディウム概

念を拡張して再定義したものである。映像・映画

は当然ながら、ひとつのメディウムに収斂されな

い複合性を持った表現形態であり、スクリーンダ

ンスもポストメディウム状況下にあるといえる。 
本研究発表では、ポストメディウム的状況に

おける思考をもとにスクリーンダンスの内情を

改めて整理することで、この新しい芸術領域の

アイデンティティについて一考していく。 
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